
郎
二
清
本
森

日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
　
企
画
研
究
部
　
上
席
研
究
員

出典：米国エネルギー情報局（ＥＩＡ）のデータを基に作成

　

舶

用

燃

料

と

し

て

バ

イ

オ

エ

タ

ノ

ー

ル

へ

の

関

心

が

高

ま

っ

て

い

る

。

エ

タ

ノ

ー

ル

は

常

温

常

圧

で

液

体

で

あ

る

た

め

、

冷

却

貯

蔵

が

必

要

な

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

ア

ン

モ

ニ

ア

と

比

べ

て

取

り

扱

い

が

し

や

す

い

。

メ

タ

ノ

ー

ル

と

性

状

が

似

て

い

る

た

め

、

エ

ン

ジ

ン

や

供

給

イ

ン

フ

ラ

な

ど

既

存

の

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

イ

ン

フ

ラ

を

エ

タ

ノ

ー

ル

仕

様

に

変

更

す

る

上

で

の

技

術

的

ハ

ー

ド

ル

も

低

い

と

さ

れ

る

。

欧

州

コ

ン

テ

ナ

船

大

手

マ

ー

ス

ク

は

昨

年

�

月

か

ら

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

船

で

エ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

を

使

っ

た

試

験

航

海

を

行

い

、

舶

用

エ

ン

ジ

ン

大

手

Ｗ

ｉ

ｎ

Ｇ

Ｄ

も

本

年

５

月

、

資

源

大

手

ヴ

ァ

ー

レ

が

用

船

す

る

鉱

石

船

に

エ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

エ

ン

ジ

ン

を

搭

載

す

る

計

画

を

発

表

す

る

な

ど

、

実

用

化

を

見

据

え

た

動

き

が

拡

が

っ

て

い

る

。

　

エ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

は

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

や

サ

ト

ウ

キ

ビ

な

ど

作

物

由

来

の

バ

イ

オ

エ

タ

ノ

ー

ル

が

主

流

で

あ

り

、

米

国

と

ブ

ラ

ジ

ル

が

二

大

生

産

国

で

あ

る

。

作

物

の

生

育

過

程

で

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

を

吸

収

す

る

た

め

、

重

油

や

Ｌ

Ｎ

Ｇ

と

比

べ

て

温

室

効

果

ガ

ス

（

Ｇ

Ｈ

Ｇ

）

強

度

を

下

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

米

国

産

エ

タ

ノ

ー

ル

は

１

ガ

ロ

ン

当

た

り

２

㌦

（

１

㌧

当

た

り

６

７

０

㌦

）

前

後

で

取

引

さ

れ

て

お

り

、

他

の

代

替

燃

料

と

比

べ

て

価

格

競

争

力

が

あ

る

点

も

魅

力

と

さ

れ

る

。

　

世

界

の

エ

タ

ノ

ー

ル

生

産

量

は

年

間

約

１

２

０

０

億

㍑

（

１

億

㌧

弱

）

で

米

国

が

５

割

、

ブ

ラ

ジ

ル

が

３

割

を

占

め

る

。

米

国

の

生

産

量

は

年

間

５

０

０

億

～

６

０

０

億

㍑

（

４

千

万

～

５

千

万

㌧

）

前

後

で

推

移

し

て

お

り

、

近

年

は

輸

出

が

増

え

つ

つ

あ

る

＝

図

参

照

。

米

国

で

は

�

億

㍑

（

６

百

万

㌧

）

の

余

剰

生

産

能

力

が

あ

る

と

い

わ

れ

て

お

り

、

余

剰

分

を

船

舶

に

供

給

す

れ

ば

、

熱

量

換

算

で

国

際

海

運

の

燃

料

消

費

量

の

２

％

を

賄

う

こ

と

が

で

き

る

。

現

在

は

ガ

ソ

リ

ン

の

代

替

品

と

し

て

利

用

さ

れ

て

い

る

た

め

、

今

後

、

船

舶

で

十

分

な

量

を

確

保

で

き

る

か

が

課

題

と

な

る

。

　

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

も

必

要

だ

。

ノ

ル

ウ

ェ

ー

船

級

Ｄ

Ｎ

Ｖ

に

よ

れ

ば

、

就

航

済

み

の

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

船

は

１

４

５

隻

あ

り

、

発

注

船

を

併

せ

れ

ば

２

０

３

０

年

ま

で

に

約

４

５

０

隻

と

な

る

見

込

み

だ

。

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

バ

ン

カ

リ

ン

グ

船

は

�

隻

稼

働

し

て

お

り

、

�

隻

発

注

さ

れ

て

い

る

。

エ

タ

ノ

ー

ル

に

転

用

可

能

な

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

は

進

ん

で

い

る

が

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

と

比

べ

れ

ば

遅

れ

て

い

る

状

況

だ

。

　

最

大

の

課

題

は

バ

イ

オ

エ

タ

ノ

ー

ル

生

産

に

よ

る

「

間

接

的

土

地

利

用

変

化

（

Ｉ

Ｌ

Ｕ

Ｃ

）

」

リ

ス

ク

を

ど

う

評

価

す

る

か

と

い

う

点

だ

。

Ｉ

Ｌ

Ｕ

Ｃ

と

は

、

バ

イ

オ

燃

料

の

増

産

に

よ

り

、

別

の

土

地

で

食

料

・

飼

料

を

生

産

す

る

必

要

が

生

じ

、

新

た

に

農

地

を

開

拓

す

る

こ

と

で

森

林

伐

採

や

土

壌

中

の

炭

素

放

出

が

進

み

、

排

出

量

が

増

え

て

し

ま

う

現

象

だ

。

Ｆ

ｕ

ｅ

ｌ

Ｅ

Ｕ

マ

リ

タ

イ

ム

で

は

、

Ｉ

Ｌ

Ｕ

Ｃ

リ

ス

ク

を

回

避

す

る

た

め

、

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

由

来

の

米

国

産

エ

タ

ノ

ー

ル

を

含

め

、

食

料

・

飼

料

作

物

に

由

来

す

る

バ

イ

オ

燃

料

の

利

用

は

認

め

ら

れ

て

い

な

い

。

一

方

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

に

拠

点

を

置

く

バ

イ

オ

燃

料

の

業

界

団

体

は

、

米

国

で

の

ト

ウ

モ

ロ

コ

シ

生

産

量

の

増

加

が

土

地

の

利

用

拡

大

を

伴

わ

な

い

形

で

実

現

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

。

米

国

の

バ

イ

オ

燃

料

業

界

も

、

米

国

政

府

高

官

に

宛

て

た

書

簡

の

中

で

、

米

国

産

バ

イ

オ

燃

料

の

利

用

が

国

際

海

運

で

認

め

ら

れ

る

よ

う

な

国

際

ル

ー

ル

を

支

持

す

る

考

え

を

示

し

て

い

る

。

　

Ｉ

Ｌ

Ｕ

Ｃ

に

つ

い

て

は

、

航

空

分

野

で

既

に

運

用

さ

れ

て

い

る

方

法

論

も

考

慮

し

つ

つ

、

科

学

的

・

技

術

中

立

的

な

視

点

で

Ｉ

Ｍ

Ｏ

の

議

論

が

進

む

こ

と

を

期

待

し

た

い

。


